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２０１２年１１月８日
一般社団法人 日本化学工業協会
課題解決型の研究活動『新ＬＲＩ』、第１期の委託研究課題を決定
世界的な課題であるリスク評価手法の開発支援をさらに強化
一般社団法人日本化学工業協会（会長：高橋恭平　昭和電工株式会社会長　以下、日化協）ではこのほど、今年３月に新しく開始することを発表した『新ＬＲＩ』（Long-range Research Initiative：化学物質が人の健康や環境に及ぼす影響に関する研究の長期的支援活動）の第１期委託研究課題を決定しました。

日化協は、２０００年より取り組んできた本活動について１０年の節目を機に抜本的な見直しを図り、支援対象を社会のニーズへの対応や業界が抱える喫緊の課題解決に主眼を置いた『新ＬＲＩ』を今年度よりスタートしました。『新ＬＲＩ』では、具体的に取り組む分野を、①新規リスク評価手法の開発・評価、②ナノマテリアルを含む、新規化学物質の安全性研究、③小児、高齢者、遺伝子疾患などにおける化学物質の影響に関する研究、④生態・環境への影響評価、⑤その他、緊急対応が必要される課題の５つに設定しました。
また、従来までの「公募課題」に加え、早期の対応が求められる課題に関する研究を指定して支援する「指定課題」を設け、外部学識経験者との協議を踏まえながら採択課題の選定を進めてきました。このほど、第１期の委託研究課題として指定課題を５件、公募課題は応募６１件の中から９件を採択し、今月より順次委託研究を開始します。
「新ＬＲＩ」では社会的に評価法や試験法の確立が求められる課題の研究支援を強化
新たに開始した「指定課題」では、①新規リスク評価手法の開発・評価の分野から３件、②ナノマテリアルを含む、新規化学物質の安全性研究の分野から１件、④生態・環境への影響評価の分野から１件を選定しました。
①では、国内の実態を反映した実用的なモデルの確立が望まれる人への直接的な化学物質曝露に関する評価モデルの開発、人と同様の肝臓機能を持たせたキメラマウスを使った精緻な体内動態予測モデルの構築、そして、国際的に確立された試験法がいまだ存在していない化学物質に起因する呼吸器系アレルギーに関する評価手法の確立を目指し、新規リスク評価手法の開発に向けた研究を推進します。
②のナノマテリアルについては、日本の経済発展を牽引する技術として期待されるものの、その物性と体内動態との関係について未解明なところが多いことから、ナノマテリアルの物性・品質と体内動態・安全性に関する系統的データの取得を進めます。本研究の成果は、日本発の率先的な取り組みとしてナノマテリアルの安全性評価法のプロトタイプとなることが期待されるものです。
④生態・環境への影響評価分野では、化学物質の環境中における光分解や加水分解に関する予測モデルの構築を目指します。環境中に放出された化学物質の生分解性や蓄積性についてはさまざまな予測モデルが検討されていますが、環境中挙動への寄与が大きいにもかかわらず、光分解や加水分解といった非生物分解の予測モデル検討はあまり進んでおらず、本研究により一般に広く利用可能なモデルの構築を目指します。
２０１２年　新ＬＲＩ　第１期　指定課題および採択公募課題
■指定課題　： ５件
	研究分野
	研究課題
	氏名／所属

	新規リスク評価手法の

開発、評価
　
　・簡便な曝露評価手法
　・動物実験代替試験法
　　(含 in vitro, in silico）
	事業者の自主管理に資する確率論を援用したヒト曝露
評価モデルの開発
	東海 明宏
大阪大学大学院工学研究科

	
	ヒト肝キメラマウスを利用した化学物質の精緻な
PBPKモデルの構築
	山崎 浩史
昭和薬科大学薬物動態学研究室

	
	化学物質の呼吸器感作性試験法の確立
	青山 公治
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科

	ナノマテリアルを含む、

新規化学物質の安全性研究
	ナノマテリアルの安全性予測に資する物性・品質/
体内動態/安全性の連関評価
	吉岡 靖雄
大阪大学大学院薬学研究科毒性学分野

	小児、高齢者、遺伝子疾患などにおける化学物質の影響に関する研究
	―
	―

	生態・環境への影響評価
	化学物質の環境中挙動(水中光分解、加水分解)に関するin silico予測モデルの開発
	高木 達也
大阪大学大学院薬学研究科

	その他、緊急対応が必要と
される課題
	―
	―


■公募課題　：　９件
	研究分野
	研究課題
	氏名／所属

	新規リスク評価手法の

開発、評価
　
　・簡便な曝露評価手法
　・動物実験代替試験法
　　(含 in vitro, in silico）
	ターゲット検出法の改良による注意能力の多機能試験法の開発と発達神経毒性への応用
-選択的注意､持続的注意､移動的注意､及び分割的注意の試験法
	和田 博美
北海道大学大学院文学研究科

	
	事業者の自主的リスク評価管理を支援する環境リスク
評価ツールの開発
	林 彬勒
独立行政法人産業技術総合研究所
･安全科学研究部門

	
	遺伝子改変ES細胞を用いた化学物質の毒性に関する
評価手法の開発
	森田 隆
大阪市立大学大学院医学研究科遺伝子制御学

	
	がん化初期段階における｢代謝再プログラム化｣過程を
可視化できるマウスの開発と発がん性試験への応用
	田沼 延公
地方独立行政法人 宮城県立病院機構
宮城県立がんセンター研究所

	
	メタボリックプロファイリングによる化学物質の内分泌
かく乱作用 in vitro 評価系の開発
	馬場 健史
国立大学法人大阪大学大学院工学研究科生命先端工学専攻

	
	Active QSAR モデリングによるハザード予測の精緻化
	高橋 由雅
豊橋技術科学大学 大学院工学研究科情報･知能工学系

	ナノマテリアルを含む、
新規化学物質の安全性研究
	―
	―

	小児、高齢者、遺伝子疾患などにおける化学物質の影響に関する研究
	セリンプロテアーゼインヒビター欠損細胞を用いた

化学物質過敏症の高感度in vitro評価系の開発 
－呼吸器アレルギー検出のための細胞を用いた

in vitro系の検討
	中村 晃
金沢医科大学 医学部 免疫学講座

	生態・環境への影響評価
	PRTR登録化学物質の包括的リスク評価手法の提案
	中田 典秀
京都大学大学院工学研究科附属流域圏総合環境質研究センター

	
	マイクロコズムを活用した化学物質の生態系リスク影響評価システム手法の開発
	稲森 悠平
福島大学 共生システム理工学類

	その他、緊急対応が必要と

される課題
	―
	―


≪本件に関するお問い合わせ先≫
一般社団法人日本化学工業協会　広報部　高橋・高水　TEL:03-3297-2555


